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　7 種類 の 原綿中 の 糖質を新 しい HPLG ／TLG 法 に よ り 分析 し，綿繊維 を紡 出 す る際，ロ ー
ラ
ー
巻 き 付

き に よ る 品質低 下 を 起 こ す 主 な 糖質 に つ い て 調べ た．原綿を 温 水 （50℃ ）で 抽出 し て 得 られ た糖質試
料の HPLC 分 別物 を，　 TLC で 更 に 分離 し定 量 し た．グル コ

ー
ス，フ ル ク トース

，
ガ ラ ク トース ，キ シ

ロ ース と ア ラ ビ ノ
ー

ス （単糖類），ス ク ロ ース ，ツ ラ ノ
ー

ス
，

マ ル トース と イソ マ ル ト
ー

ス （二 糖類 ），
ラ フ ィ ノース と メ レ チ トース （三 糖類 ）が 同定 され た．す べ て の 原綿 で ，単糖類 〉 二 糖類 〉三 糖類 の 順
に 多 く，それ らの 各成分 は類似して い た．糖質の 量 は，ニ カ ラ グア 〉 サ ン ホ ア キ ン 〉 テ キサ ス 〉 中央 ア
ジ ア 〉 中 国 〉 パ キ ス タ ン 〉 オー

ス トラ リア 原綿 の 順 に 多 か っ た．ニ カ ラ グ ア 及 び サ ン ホ ア キ ン 原綿 の 紡
出時 に 繊維切 れ な ど の トラ ブル を起 こ す主 な 糖質 は，グル コ

ー
ス と フ ル ク トース （単 糖 類 ）及 び ス ク ロ

ー
ス と マ ル ト

ー
ス （、二糖 類）で あ る こ と が 分 か っ た．

i 緒 口

　代 表 的 な原綿 に は セ ル ロ ー
ス （94，0％ ）の ほ か に

， タ

ン パ ク 質 （L3 ％ 〉， ペ ク チ ン 質 （O．9％），灰 分

（1．2％ 〉， ワ ッ ク ス （0、6％ ），有機酸 （0．8％ ） と 糖貿

（03 ％ ） が 含 ま れ て い る り．こ の 糖 質 は，綿花 が 作 ら れ

る際 に 発 生す る転化糖と，綿花 に つ く昆虫 の 分泌物及 び

排 せ つ 物 に 由来 す る り。糖質 が 多 い 綿繊維 を 紡出 す る

際，そ れ が 練条機の ロ ーラーに 巻 き付 き，ス ラ イバ の 乱

れ 及 び ス ラ イバ 切れ が 生 じ， 品質低下や 運 転効率の 低下

が 起 き る．こ の トラ ブ ル は，原綿中の 糖質 が 吸 湿 し粘着

性 が 増大 す る た め で あ る と 言 わ れ て い る D，こ の 防止対

策 と して ，紡出速度を低下 さ せ る か ， 糖質の 多い 原綿の 、

混 綿率 を 下 げ るな ど の 消極的 な 対処 しか さ れ て い な か っ

た．最近 混打綿前に，加熱蒸気処理 をす る こ と に よ り糖

質を原綿全 体 に 分散さ せ る か
1），油処理剤を噴霧す る 方

法が 提案 され たが ， 紡績工場 で
一

般使用 さ れ る に は至 っ

て い な い ，綿繊維の ロ
ー

ラー巻 き付 き に よ る トラ ブル を

積極的 に 解決す る た め に は，あ らか じめ 原綿中の 糖 を詳

細 に 分析する こ とが 必要 で ある が ， そ の 研究 は今ま で行

わ れ て い な い ．

　本研究 で は ，こ の トラ ブ ル 解決 の 第
一

段階と し て
， 世

界 の 代表的な 7 種類 の 原綿 に 含 ま れ る糖質を，HPLC

と TLC を組 み合わ せ る新分析法 に よ り詳細 に 分析 した

の で 報告 す る．

2・1 試　薬

2 実 験

　12種 類 の 糖質 （Table　 2）は
， 和光純薬工 業 あ る い は

関東化学の 市販特級 あ る い は一
級品をその ま ま 用 い た．

TI．G 分析 に は
， シ リカ ゲ ル 60 を塗布し た TLC ア ル ミ

プ レ
ー一

ト （Merck
，
　No ．5553

，
20 ×20　cm ） を使用 し， そ

の 前 処 理 液，展開液 及 び 発 色 に 用 い る 試薬 （2・4・3記

載）は，和光純薬工業製特級品 を用 い た．

　2。2　HPLC 測定条件

　日本分光製 UVIDEC −10 一HI 紫外線検出器 と示差屈

折計 RID −300 を 備 え た 日 本 分 光 製 880−PU 型 HPLC

を 用 い た ．昭和電 工 製糖 分析 カ ラ ム Ionpak　KS −801

（外 径 8mm × 長 さ 300　mm ） に プ レ カ ラ ム lonpak

KS −800P を付け，溶離液 に 水 を 用 い ，　 UV 波長 254　nm

（o．4ABu ），
　 Rl　l／2x 艮o

− 5Rlu
，カ ラ ム 温度 50℃

， 流

量 1．O　ml ／min で ク ロ マ トグ ラ ム を 測定 し た．各 ピー
ク

の 面積を島津製作所製 ク ロ マ トパ ッ ク G −R3A に よ り測

定 し た，

＊

富lll大学工 学部 ： ga．  　富山県富 山 市五 福 3190
＊ ＊

富 山 人学教育学部 ： 同上

　2。3　原綿中の 糖質の 抽 出

　Table　1 に 記 載 し た 7 種類 の 原綿 （約 10g ｝に 300

ml の 蒸 留水 を 加 え
，
50℃ で 4 時間加 熱 した．泝液 を

ロ ータ リーエ バ ボ レ
ーター

で 濃縮 し，続 い て デ シ ケー
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Table　 l　 Extraction　 ef 　saccharides 　in　 raw 　 cotton

Sal
鵡

uiII

　 N ・・ … 9・ aSinsiang

（（〕hina＞

Texas
（USA ）

　 Middle
　 　 　 　 　 　 　 Pakistan
Asia （USSR ）

Southeast
Australia

C ・tt・ n  
Extract（9｝

10．e80
．5］O

10．00
 ．373

1〔，．00u
．ig6

10．000
．191

］O．03
  ．135

10．00D
．065

1  ，140
．036

Meth 〔）d ： extractio 匸且 with 　water 　at　50℃ for　4h

ター中 で 減圧乾燥 して ，茶褐色 の 固体試料 を得 た．こ の

抽出操作をもう
一．．．

度繰 り返す と，少量 の 固体試料が 得 ら

れ た．

　2・4　糖質の分析法

　2 ・4 ・lHPLC 検 量 線　　］2 種 類 の 糖 （Table　2＞

の O．OOl％ t
　 O．Ol％ ，

　 O．1％ 及 び 1％ 標準水溶液 を 調製

し た．そ れ らの 8μ1を HPLC に 注人 し，両対数ノ∫眼紙

の 横軸 に 濃度，縦軸 に RI 検出器 で 測定 し た面樌 を プロ

ッ トし
， 各糖質の 検量 線 を作 製 した．

　2・4 ・2　HPLC 分析　　抽 出物 σ） 2％ 水溶液 8 叫 を

HPLC 沮1」定 し，各ピー
ク の 柑当両分 を 分 取 し た．こ の

分取操作 を 10〜20 回 繰 り返 し，ピーク ご と に 溶出液 を

試験管 に ま と め た．HPLC 各ピーク に 含 ま れ る 原綿中

の 全糖質の 濃度 （眠 ，％ ｝ を式（1）か ら求 め た．

蝋 ％ ）＝

　 　 100c
×
．
　 　 w

　 　 2

レv
〔1 ）

こ こ で ，C ：検 量 線 か ら求 め た 糖質 の 濃度〔％ 〕，レV ：原

綿の 重量 （g）， ω ：抽出物の 重量（g）を表す．

　2 ・4 ・3　HPLCITLC 分析　　HPLC 各分取物 を ロ ー

タ リーエ バ ボ レ
ー

タ
ー一

で 濃縮 し，続 い て デ シ ケーター中

で 減圧乾燥 し た．そ れ ら に 5　plずつ 蒸留水 を 加 え て 得

られ た 水溶液 を TLC 試料 と した．　 Hanscn21の 方法 に よ

り，リ ン 酸．冰 素 ナ トリ ウ ム で 前処理 した TLC プ レ
ー

トの 左 半分 に ，12 種類 の 糖 質 標準液 （O．2％ ｝ を 1 μ1ず

つ ス ポ ッ ト し， 続い て TLC プ レ
ー

トの 右半分 に 各 ピー一

ク よ り 得た TLC 試料溶液 を 5 叫ず つ ス ポ ッ トし た．

Hansen2 ｝0）方 法 に 従 っ て
，
　 TLG プ レ

ー
ト．｝：の 試料 を 2一

プ ロ パ ノ
ー

ル ： ア セ トン ：O．1M 乳酸 （4 ：4 ： 2，　 v ／v ）

の 混
．
含溶液 で 展 開 した．ジ フ ェ ニ ル ア ミ ン 4g を ア ニ リ

ン ： ア セ トン ：80％ リ ン 酸 （斗：200 ：30，v ／v ）に 溶 か し

た 混 合試 薬 を噴 霧 し，105℃ で 30 分 間 加熱 す る と，糖

質 が特有 の 着色 ス ポ ッ トと し て 検出 され た，

3 結果 と．考察

Table　 l に 示 し た．抽 出 物量 は 原 綿 の 産 地 に よ り大 き な

差 が 見 られ た．2・3 に よ る抽出率 を ， サ ン ホ ア キ ン 原綿

23．00g を 3eo 　ml の 沸騰水 で 抽出後 t 共溶出 した ワ ッ ク

ス をヘ キ サ ン で 抽出除去 す る方 法 と比較検 討 した．サ ン

ホ ア キ ン 原綿の 1 回抽出率 は 2・3 は 95％ で あ Ol　、
ヘ キ

サ ン 処 理 法 は 96％ で あ っ た．又 ，両抽 出物 の HPLG

ク ロ マ トグ ラ ム は ほ と ん ど
一

致 し て い t の で ，他 の 6

種類 の 原綿 に つ い て は
， 2・：S に よ る 1 図 抽出だ け を行 っ

た．抽出液の pH は 4，2 か ら 5．5 の 範囲 に あ り，抽出 に

使用 し た 蒸留水 の pH 　5．9 よ り酸性 に な っ た が，こ の

pH 範囲 で は HPLC 測定 に よ り二 糖類 と互 糖類 （
「
1
’
able

2）及 び セ ル ロ
ー

ス か ら 単糖類 が 生成 し な い こ と か ら，

加熱抽出時 に 原綿中の 糖質 は加水分解 しな か っ た と結論

で き る ．

　3 ・2　標準糖質の HPLC 保持時間と TLC の Rf値

　12 種類 の 糖質 の HPLC 保持 時 閙 （R ，），　 TLC の Rf

値 と 発色 試薬 に よ る ス ポ ッ トの 発色 を Tablc 　2 に 示 し

た．R ，値 か ら，　 KS −sor カ ラ ム で は サ イ ズ分離 モ
ー

ド

Tabie　2　1〜
［
and 　Rt．　valucs 　of 　mono −，　di− and 　Irisac−

　 　 　 　 cilarides

Saccharidc
　 　 　 　 　 　 　 　 TLC
HPLCl
｛・／min 　 R贏 r

3 ・1 原綿中の 糖質の 抽出

．ア種類 の 原綿中 の 糖質 を 2・3 に よ り抽 出 し，結果 を

Trisac（：haride
　 Ra 伍 nosc

　 Melc洫 osc

Disacchar重de
　 Sucrosc
　
「11uranose

　 Maltosc
　 Isomaltose

Monosaccharide
GlucoseGa

且actose

XyloseFrUCtQseFucoseArabinose

04Q

ゾ
5
卩
3

7
冖
！

円
！

7

ρ
0666

7．98
．58
．58
．89
ユ

9．4

亘

91200

O．3SO
，410
．290
．15

0．370
，270
．600
．4．aO
．630
．43

blueviolct

violctvioletblueblue

blucbluevioletred9

『 eenviolet
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に よ り糖質が 分離され て い る こ と が 分 か る．単糖類 の ガ

ラ ク ト
ー

ス と キ シ ロ
ー

ス は 共溶出す る が
， 他の 単糖類 は

分 離 し た．し か し，．
．．
糖 類内及 び二 糖類内の 糖質 は 分 離

し な か っ た ．

　Rf 値 の 比較 か ら，　 TLG 法 だ け で は糖質 を完全 に 分離

で き な い が，HPLC で 共溶出す る糖質 は TLC で は分 離

で き，更 に ス ポ ッ トの 発色 に よ り 同定 が 容易 に な っ た．

従 っ て ，HPLC と TLC 法 を組 み 合わ せ る新 しい 方法に

よ り，原綿中の 糖質の 分 離分析が 可 能 に な る．

Table　3　Saccharides　in　San　Joaquin　 coUon 　identi−

　　　　 fied　by　HPLC ／TLC 　method

　3 ・3　抽出物の HPLC 分析

　F苴g．1 に サ ン ホ ア キ ン 原 綿 抽 出物 と標準 糖 質 の

HPLC ク ロ マ トグ ラ ム を 示 した．標準糖質 と の R
，
の 比

較 か ら ， 紫外線 吸 収 〔λ＝254　nm ）を示 さ な い ピー
ク

No．1 を三 糖類，　 No ．2 を　
一
一ts類，　 No ．4 か ら 6 を 単糖

類 と確認 し た ．しか し，各 ピー
ク に は 同

一
保持時問 に 溶

出す る 糖質 が重 な っ て い る もの と推定 され た．最大 ピー

ク a に は，温水 （50℃ ）で 溶出し た セ ル ロ ー
ス が 含 ま

れ て い る こ と が 標準品 と の R，の 一致 か ら分 か っ た，し

か し，そ の 量 及 び ピーク a，b と c に 含ま れ る 化 合物の

構造 に つ い て は不明で あ る．

　 2・4・1 に 記載 し た方法 で 作製 した 12種類 の 糖 の 検量

pcak謬 見／。 hl 夙 ・
％ …

五r 膨
〕

i

2

3

45

6Total

5．9

6．7

7．0

9570
 

9 、4

0．08

0．06

0．00

662

且

0
∩
V

D．  80

．64

0．13　　　　0 ．02
0，28　　　　0，04
0．22　　　　0．02
0．38　　　　0、02
0．42　　　　0，  2
0．27　　　0．Ol
O」4 　　　0、el
O、20　　　　0，00
0．25　　　0．00
〔｝．16　　　0．〔｝0
0．37　　　　0．26
0．41　　　 0．09
0．26　　　　 ，03
0．r）7　　　　0．02
0．22　　 　0．02
0．41　　 0．08

　 　 　 　 ｛｝、64

RafMel

SucTurMalISO

GluFruGalXyl

Ara

a ＞welght ％ of 　total　saccharides （t）involvcd　in　cach
HPLC 　peak　iEq．（1＞｝； b）wcight ％ 【〕f　total　 sac −

charides （i） deLermined　by　 HPLC ／T 上G　 me しhod
iEq．（2）i．　 Saccharides − Raf ： ramnose ； MeL

mclezitosc ； Suc ： sucrosc ； Tur ； turanosc ； Mal ：

ma 且tese ；　 Iso ： isomaltose；　 Glu ：glucose；　 Fru ：

fruct〔⊃se ；　 Gal ：galact （）se ；　 Xyl ： xylose ；　 Ara　l

arabinose

ab

RI

RI

線 は すべ て 良 い 直線関係 を示 し，い ず れ の 検量 線もほ と

ん ど重 な る よ う な
一
本の 直線と 見 な せ た．サ ン ホ ア キ ン

原 綿 抽 出 物 HPLC ク ロ マ トグ ラム の ピーク No ．1 か ら

6 の 分 取物中に 含ま れ る 糖質の 原綿中の 濃度を式（i ）か

ら求 め，Tab且e　3 に 結果 を示 した．

0 5 　 　 10R

♂min

15

Fig・1　HPLC 　 chromatograms 　of 　the　extract 　of 　San

Joaquin　raw 　cotton 　and 　standard 　saccharides

Peaks− 1 ： trisacchar 弖de；　　2 ：disaccharide；　　3 ： u 【1−

known ；　　 4〜6 ： monosaccharide ；　　 a ： cellur 〔⊃se 十

unknown ；　　b　　 and 　　 c ： unknown ．　 Peaks− A ：

1・amnose ，　 melezitose ； B ： sucrose ，　 turanose ，　 ma 量tose，
isemaltose； C ：91ucose； D ：galactosc，　 xyiose ； E ：

什u α OSCI 　 F ：fucose；　 G ： arabinosc ．　 See 　 ex −

perimenta【2
・2fnr　HPLC 　conditions ．

　8 ・4　HPLC 分取物の TLC 分 析 （HPLC ／TLC 分析 ）

　HPLC ピーク No ．1 か ら 6 の 分 取 物 に 含 ま れ る 糖質

を，、更 に TLC に よ り分 離分 析 し，そ の TLC ク ロ マ ト

グ ラ ム を Fig．2 に 示 し た．　 TLC ス ポ ッ ト の Rf 値

〔T 乱ble　3）と 発 色が ， 糖質標準物 （a
− D の R

［値 と 発

色 （Table　2）に そ れ ぞ れ
・・

致す る こ と か ら，各 HPLC

分 取 物 中 に は Table　 3 に 記載し た 糖質 が 含 ま れ て い る

こ とが分 か っ た、こ の HPLG ／TLG 法 は そ れ ら の 分離

モ
ー

ドが 異 な る の で，HPLC で 共溶出 す る 糖質も分離

す る こ と が で き た．

　Fig．2 に 示 し た 標準糖質 の 重 量 （2　pg）当 た りの ス ポ

ッ ト面積 （6m2＞を考慮 した面積法 に よ り ，
　 HPLC 分 取

物 （No ．1〜6） の TLC ス ポ ッ ト中 に 含 まれ る 糖質 の 定
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量 を試 み ， 式 （2 ）に よ り 原綿 中 の 糖 質 （i） の 濃 度

（照％）を求 め た ．

　　　　　　　　100 　 　 Ai／Si
　 　 　 　 　 CX 　 　 　ω X
　　　　　　　　　　　　Σ（Ai／S、）　 　 　 　 　 　 　 　 2
　略（％ ）一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （2 ）

oo 0OOo

。

0
　

　
0
　

　

0

9000

−

00　

　

0

　
0

　

　

　

　
0

　

　
000

　

　
0

　

　

　

　

0abcdefghijk

且123456

Fig・2　TLC 　 chromatograms 　 of 　standard 　 saccha −

rides （a
− 1）and 　HPLC 　fractions　of 　San 　Joaquin　raw

c・tt・ n （peak　N ・・1− 6）

a ： rafflnose ； b ： melezitose ； c ： sucrose ；d ：turanose ；

e ： maltose ；f：isomaltose；9 ：glucose；h ：galactose；
i： xylose ；」：fructose；k ：fucose；1： arabinose

　 こ こ で ，Ai ：糖 （i）の TLC ス ポ ッ ト面積 （cm2 ），　Si；

グル コ ース 1μg の TLC ス ポ ッ ト面積 を 1 と し た と

き，そ れ と標 準 糖 質 （i）lpg の TLC ス ポ ッ ト面積 と

の 比 （cm2 ／pg），
　 C × IOO／2× w ：各 HPLC 分取物 中 に

含 まれ る 全糖質 の 抽出物中 の 重量 ％，ve：原綿中の 重

量 （g）を表 す．

　 しか し，濃度の 大 き な小 さな ス ポ ッ トと 濃 度の 小 さな

大 き な ス ポ ッ トが あ る可能性及 び定性 で き な い 糖質 が あ

る こ と を考慮 す る と，Table　3 に 記載 した HPLCITLC

法 に よ る 測定結果 は，半定量値で ある．

　3 ・5　原綿の産地 別 に よ る糖質含有率分布

　Table　4 に t　 7 種類 の 原綿中の 糖質 の 分析結果を示 し

た．糖質 の 総含有率 は ，
ニ カ ラ グア 〉 サ ン ホ ア キ ン 〉 テ

キサ ス 〉 中央 ア ジア 〉中国 〉 パ キ ス タ ン 〉 オー
ス トラ リ

ア 原綿 の 順 で あ り
， 産地 に よ り大 き な差異 が あ っ た，又

ど の 原綿中の 糖質 も， 単糖類 〉 二 糖類〉三糖類の 順 に 多

く，そ れ らの 中の 糖質成分 は ほ とん ど 同
一

で あ っ た．

　糖 質含有量 の 多 い 原綿 ほ ど，昆虫の 分泌物 が 黒褐色 の

は ん 点状 に 多 く付着 して い た．綿花が 作 られ る 際 に 発生

す る転化糖 を 含 む糖質の 量 を，黒褐色 は ん 点が ほ と ん ど

Tuble　 4Saccharides 五n 　raw 　cottons 　identified　by　HPLCITLC 　method

略 ％

Saccharidcs
… a ・agua 　

Sa
？齲

u ’n

鵬
M

蹕講
’a

瀧嬲
　 　 　 　 　 　SoutheastPakistan
　 　 　 　 　 　 Australia

Raffinose

Melezitose

0．020
．030
．Ol

0．020
．040
．02

Trisaccharlde

　 Sucrose
　 Turanose

　 Maltose
　 Isomaltose

0，060

．070
，040
．120
．070
．09

O．080

．020
．020
．OlO
．OlO
．0 

0．00 0．0正 0，00  ．00 0．00

Disaccharide
　 Glucose
　 Fructose

　 Galactose
　 Xylosc

　 Arabinose

0．390

．37
 ．120
．140
，020
．OlO
，06

0．06

 ．260
．090
．〔〕30
． 20
， 80
．02

0．OlO

」30
．040
．020
．OlO
，000
．05

Monosaccharide 0．72 0、50 0．25

0．0旦

0，070
．030
．OlO
．OlO
．000
，02

O．14

0．OlO

．Ol
 ．0斗
0，030
，000
．00

 ，03

O．11

 ．000

，010
．0且

O．elO
．000
，000
．Ol

0．04

0．000

．OlO
．000
．OOO
．OOO
．OOO
．Ol

0．02

Tota1 Ll7 0．64 0．26 0．16 0．12 O．04 O．02
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認められ な い オ
ー

ス トラ リ ア原綿の 場合の 0，02％ と 見

積 も る と，糖質含有量 の 多 い 他 の 原 綿 中 の 糖質 は ほ と ん

ど昆 虫 の 分 泌 物 と排 せ つ 物 に 由来す る と 考え られ る ．綿

花 に 飛來す る 昆 虫 と して は，ア ブ ラ ム シ （aPhidS ）や 臼

ば え 〔white 　flies）な ど が い る が，そ れ らの 昆 虫 の 大 き

さ，種類 及 び 数 が原 綿 産 地 に よ り 異 な る た め に
， 原綿中

の 糖含有率 が 53 倍 （ニ カ ラ グ ア 原綿／オ
ー

ス トラ リア

原綿） も違 っ た も の と思 わ れ る．昆虫 の 体液 （血液，血

リ ン パ 液，体 こ う 液）中 に は，グ ル コ
ー

ス と トレ ハ ロ
ー

ス が主 で ， 他 に ス ク ロ ー
ス と フ ル ク トース もと き に 含 ま

れ
S）

， 又 昆虫 （ア リマ キ，シ ャ ク トリム シ）の 分 泌 物中

に は メ レチ トース と エ ル ロ ース が 含 ま れ る と い う報告が

あ る が
「i．）

， 昆 虫 分 泌物と排 せ つ 物の 詳細 な分析法 は 今 ま

で に 見当 た らな い ．昆虫 は 植物 の 花 や茎 か ら の 分 泌物及

び 果実 を摂取 し て い る こ と を考 え れ ば，ど こ の 産地 の 原

綿中に も類似 した 糖質成分 が含 まれ る の は十分考 え られ

る こ とで あ る．

　3 ・6　紡出時に 繊維 切 れ な ど の トラ ブル を引 き起 こ す

主 な糖質

　7 種類 の 原綿 の トラ ブ ル 発生率を紡出時の 温度，湿度

な ど の 環境条件 を一．．一定 に し て 測定す る の は ，実際 ｝
．
：困難

で あ る ．しか し，紡出時 の ト ラ ブル 発 生 回 数の 高 い ニ カ

ラ グ ア と サ ンホ ア キ ン 原綿中の 糖質含有率は 特 に高 く ，

そ れ らの 中の 主 な トラ ブ ル 原因物質 は
， 単糖類 で は グル

コ
ー

ス と フ ル ク トース ，二 糖類 で は ス ク ロ ース と マ ル

トース で あ る と結論 す る こ と が で き る．

　最後 に，原綿の 提供を頂 い た 円清 紡
’
（株 ）富 山工 場 の 関係

者 σ）方 々 に 感 謝 す る．

（
1990 年 10月 ， 第 39 回高 分子 学会

北陸支部講演会 に お い て
一

部発 表 ）
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　Dete皿 ination　 of 　 saccharides 　 in　raw 　cot 重ons ．　 Kiyoshi　 HAsEGAwA ，　 Choichiro

SHIMAsAKI＊ ，　 Sigeya　 TAKEucHl＊＊

，　 S＆tomi　TANIGAwA ，　 Hisakazu　 NAKADA
，
　Eiichi　TsuKu −

RIMIcHI 　 and 　 Masatoshl 　 M ［YAM σ ro
＊

（
＊ Faculty　 of 　Engincering

，
　Toyama 　University；

＊＊ Faculty　of 　Education
，
　Toyama 　University，　Gofuku ，　Toyama −shi

，
　Toyama 　930）

　 Sacchar量dcs　in　 raw 　 cotton 　absorb 　moisturc 肋 m 　thc 　air 　and 　f（）rm 　 adhesives ．　 Adhcsive

saccharidcs 　cause 　the　cQttorl　fibcr　to　be　wound 　on 　the 　roiler 　which 　lowers　the 　quality　of

the　c 〔｝tton．　 As　thc　first　step 　to　resolve 　the 　winding ，　saccharides 　in　seven 　raw 　cottons 　were

determined　in　detail　by　a　new 　HPLC ／TLC 　method ．　 The　main 　saccharides 　which 　may

cause 　the 　 winding 　 werc 　investigated．　Scvcn 　 raw 　cottons 　were 　extracted 　 with 　 water 　 at

50℃ ．　The　 saccharides 　 extracted 　 were 　determined　 by　T 上C 　 a 丘er 　HPLC 　fractionation，
Monosaccharide （glucosc，　fructose，　galactose，　xylosc 　and 　arabinose ）disaccharidc（sucrosc ，
turanose ，　 maltose 　 and 　 isomaltosc） and 　 trisaccharide （rafflnosc 　 and 　 melezitose ） were

determined ．　 In　all　the　raw 　cottQns ，　 saccharides 　increased　in　 ordcr 　of 　mono −＞ di−＞ trisac−

charides 　 and 　 cach 　 component 　 of 　them 　 was 　 very 　 similar ．　 The 　 amounts 　 of 　saccharidcs

were 　 cxceedingly 　 differcnt　 among 　 the 　 cotton 肋 m 　the 　 different　 raw 　 c（⊃tton −growing
districts、　Increascd　amounts 　of 　saccharides 　wcre 　dctermined　as 　ft）110ws： Nicaragua＞ San

Joaquin（USA ）＞ Texas （USA ）＞ Central　Asia （USSR ）＞ Sinsiang（China）＞ Pakistan＞
Australia．　The　main 　saccharidcs 　which 　caused 　problcms 　in　the 　spinning 　of 　Nicaragua
and 　 San　Joaquin　 cottons 　 were 　 f（川 nd 　 to　be　glucose　 and 　 fructose （monosaccharide ），

　 and

sucrosc 　and 　maltosc （disaccharide）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （Received　October　l6，
1990）

　　 Kegwerd　phrases

saccharidc 　in　raw 　cotton ；HPLC ／TLC 　analysis 　of 　saccharide ；secretion 　of 　insect；trouble

　by　winding 　of 　cotton 　fiber．
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